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追加型投信／内外／資産複合 

n/a n/a n/a 
  

運 用 実 績 
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 
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 当月末 前月末 

基準価額（円） 25,011 24,742 

純資産総額（百万円） 25,988 25,571 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 25,035 2025/12/29 

設定来安値 8,421 2016/06/28 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 1.1 

3ヵ月 7.7 

6ヵ月 15.7 

1年 15.4 

3年 69.1 

5年 99.6 

10年 149.9 

設定来 150.1 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 
 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

  
運用実績の推移 （設定日：2015年12月28日） 

 
 

 
 

期 決算日 分配金（円） 

第8期 2023/12/05 0 

第9期 2024/12/05 0 

第10期 2025/12/05 0 

設定来累計分配金 0 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
 

 

分配金の実績(税引前)(直近3年分)
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投資対象資産 組入比率 

株式 57.0 

 日本株式 10.1 

 米国株式 24.0 

 欧州株式 12.6 

 アジア太平洋地域(日本を除く)の株式 2.9 

 新興国株式 7.3 

債券 32.3 

 日本債券 - 

 米国債券 9.9 

 米国短期インフレ連動国債 9.8 

 欧州(ユーロ圏)債券 9.7 

 新興国債券 2.9 

REIT 9.7 

 米国REIT及び不動産関連企業の株式 6.3 

 世界(米国を除く)のREIT及び不動産関連企業の株式 3.3 

現金等 1.1 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的にマイナスとなる場合があります。 

資産配分比率 (%)
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※当資料中の各数値については、表示桁未満の数値がある場合、原則、四捨五入して表示しています。 
※当資料中の各数値等は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 
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マーケット動向とファンドの動き

■株式＜米国の利下げ等に支えられて国内外の株式は上昇

＞ 米欧では、米国でAI（人工知能）関連の巨額な設備投資に

対する先行き懸念が高まり米ハイテク株を中心に下落する場

面がみられたものの、FOMC（米連邦公開市場委員会）で利下

げが決定されたこと等に支えられ、堅調な推移となりました。

日本では、日銀の利上げ観測の高まりが嫌気されたこと等か

ら一時的に下落する場面がみられたものの、FOMCでの利下

げ観測等を背景に米国市場が堅調に推移したことに支えら

れ、前月末比では上昇しました。 

■債券＜国債利回りは米欧で上昇、日本でも上昇＞ 米欧の

10年国債利回りは、上旬はFRB（米連邦準備理事会）がタカ

派的な利下げを行うとの見方が強まったことやECB（欧州中央

銀行）高官が次の一手が利上げとなる可能性を示唆したこと

から米欧とも上昇しました。その後は、FOMCの結果が想定よ

りタカ派的ではなかったことや、ECB高官が当面の利上げを想

定していないと発言したことから、もみ合いの動きとなりまし

た。一方、日本の国債利回りは、財政悪化懸念がくすぶったこ

とや、日銀が利上げを決定したこと、利上げ決定後に円安が

進んだことで追加利上げ観測が高まったこと等を背景に、上昇

する動きとなりました。 

■為替＜ドルに対して横ばい、ユーロに対して円安＞ 日銀が

利上げを決定したものの追加利上げには積極的ではないと受

け止められたことで円安が進む場面がみられましたが、その

後は日本の当局による為替介入への警戒感等から円高方向

に振れ、前月末比では概ね横ばいとなりました。ユーロは利下げ

を決定したドルに対して上昇し、円に対しても上昇しました。 

■基準価額の推移＜国内外の株式市場の上昇がプラスに寄与＞ 

12月の基準価額は前月末比+1.1%となりました。国内外の株式

市場が上昇したことや、為替市場で円がユーロに対して円安にな

ったこと等から、基準価額は上昇しました。 

 

※マーケット動向とファンドの動きは、過去の実績であり将来の運用成果等をお約束するものではありません。 
 

 

 



  

  

 
 

⾧期的な信託財産の成⾧を図ることを目的として運用を行います。 
 

１． 世界各国の様々な資産に分散投資を行います。 
● 主として、米国のバンガードが設定するインデックス型の投資信託証券※に投資を行い、実質的に世界各国の様々な資産（以下、「実

質的な投資対象資産」という場合があります。）に分散投資を行います。 

※インデックス型の投資信託証券とは、各種指数に連動する運用成果をめざす投資信託証券をいいます。実質的な投資対象資産の

期待収益率等を勘案したうえで投資信託証券の選定を行います。なお、繰上償還等により投資対象とする投資信託証券から除外

される場合、あるいは、新たに投資信託証券が追加される場合等があります。 

●  実質的な投資対象資産は、日本株式、米国株式、欧州株式、アジア太平洋地域（日本を除く）の株式、新興国株式、日本債券、米国債

券、米国短期インフレ連動国債、欧州（ユーロ圏）債券、新興国債券、米国の不動産投資信託証券（REIT（不動産関連企業の株式を含

む））、世界（米国を除く）のＲＥＩＴ（不動産関連企業の株式を含む）とします。資産配分は、信託財産の純資産総額に対し株式55％、債

券35％、ＲＥＩＴ10％を目安とします。 

※上記の資産配分の目安は今後変更となる場合があります。 

● 実質的な投資対象資産の期待収益率やリスク水準、投資環境等を勘案した上で投資信託証券の選定及び組入比率の決定を行いま

す。 

 

２． 外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 
 

※ 大量の追加設定または解約が発生したとき、市場動向等に急激な変化が生じたときまたは予想されるとき、償還の準備に入ったとき、なら

びに残存元本が運用に支障をきたす水準となったとき等やむを得ない事情が発生した場合には、運用の基本方針にしたがって運用できな

い場合があります。 

 

（分配方針） 

① 毎決算期に収益の分配を行う方針です。ただし、基準価額の水準や市場動向等を勘案して収益の分配を行

わない場合もあります。 

② 分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とします。 

③ 信託財産に留保した収益の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づき元

本と同一の運用を行います。 
※ 将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。 

※ 分配金額は、分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が

支払われない場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。 

(円)ファンドの特色
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当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、フ

ァンドの基準価額は変動します。これらの運用による損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元

本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 

また、投資信託は預貯金と異なります。 

なお、基準価額の変動要因は、下記に限定されるものではありません。 
 

● 株価変動リスク 

一般に、株式の価格は経済・政治情勢や発行企業の業績等の

影響を受け変動しますので、当ファンドが実質的に組入れてい

る株式の価格が変動し、損失を被るリスクがあります。 

● 金利変動（公社債等の価格変動）リスク 

公社債の価格は、一般に金利が低下した場合には上昇し、金利

が上昇した場合には下落します（値動きの幅は、残存期間、発

行体、公社債の種類等により異なります。）。当ファンドが実質

的に組入れている公社債の価格が変動し、損失を被るリスクが

あります。また、インフレ連動債の価格は、一般に物価上昇時に

上昇し、物価下落時に下落する傾向があります。当ファンドが

実質的に組入れているインフレ連動債の価格が変動し、損失を

被るリスクがあります。 

● REITの価格変動リスク 

ＲＥＩＴの価格は、不動産市況（不動産稼働率、賃貸料、不動産価

格等）、金利変動、社会情勢の変化、各種規制等の変更、災害

等の要因、ＲＥＩＴの財務状況や業績等の影響を受け変動しま

す。当ファンドが実質的に組入れているＲＥＩＴの価格が変動し、

損失を被るリスクがあります。 

● 流動性リスク 

市場規模が小さく、取引量が少ない場合などには、機動的に売

買できない可能性があります。 

● 信用リスク 

株式や公社債等の発行体が経営不安、倒産等に陥った場合、

投資資金が回収できなくなるリスクがあります。また、こうした

状況が生じた場合、またそれが予想される場合には、当該株式

等の価格は下落し、損失を被るリスクがあります。 

● カントリー・リスク 

発行国の政治、経済および社会情勢の変化により、金融・証券

市場が混乱し、金融商品等の価格が大きく変動する可能性が

あります。また、法制度や決済制度、政府規制、税制、送金規制

等の変化により、運用の基本方針に沿った運用を行うことが困

難になる可能性があります。 

● 為替リスク 

外貨建資産に対し原則として為替ヘッジを行いませんので、為

替相場の変動により当ファンドの基準価額が影響を受けます。 

 
  

(円)主な投資リスク
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(円)お申込みメモ

購入単位 販売会社が定める単位（当初元本１口＝１円） 

購入価額 
購入申込受付日の翌営業日の基準価額（基準価額

は１万口当たりで表示しています。） 

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。 

換金単位 販売会社が定める単位 

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額 

換金代金 
原則として換金申込受付日から起算して６営業日目

からお支払いします。 

申込締切時

間 

原則として営業日の午後３時30分までに販売会社

が受付けたものを当日分のお申込みとします。  

なお、販売会社によっては異なる場合がありますの

で、詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

購入・換金

申込不可日 

以下のいずれかに該当する日には、購入・換金のお

申込みの受付を行いません。 

・ニューヨークの銀行の休業日 

・ニューヨーク証券取引所の休業日 

・アイルランドの銀行の休業日 

・アイリッシュ証券取引所の休業日 

換金制限 
信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換

金請求に制限を設ける場合があります。 

購入・換金

申込受付の 

中止および

取消し 

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替

取引の停止、その他やむを得ない事情があるとき

は、購入・換金のお申込みの受付を中止することお

よびすでに受付けた購入・換金のお申込みの受付を

取り消す場合があります。 

 

信託期間 無期限（2015年12月28日設定） 

繰上償還 

次のいずれかに該当する場合には、受託会社と合

意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上

償還）することがあります。 

・受益権口数が10億口を下回ることとなった場合 

・信託契約を解約することが受益者のために有利で

あると認める場合 

・やむを得ない事情が発生した場合 

決算日 毎年12月５日（休業日の場合は翌営業日） 

収益分配 

年１回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収

益分配を行います。 

※販売会社との契約によっては、収益分配金の再投

資が可能です。 

課税関係 

課税上は株式投資信託として取り扱われます。 

原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時の

値上がり益および償還時の償還差益に対して課税

されます。 

公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たし

た場合に少額投資非課税制度（NISA）の適用対象

となります。 

当ファンドは、NISAの「成⾧投資枠（特定非課税管

理勘定）」および「つみたて投資枠（特定累積投資勘

定）」の対象ですが、販売会社により取扱いが異な

る場合があります。詳しくは、販売会社にお問い合

わせください。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更

となることがあります。 
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以下の手数料等の合計額、その上限額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。 

※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。 

● 投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用 

（信託報酬） 

実質的な負担：ファンドの日々の純資産総額に対し

て年率0.6094％（税抜0.5609％）程度（概算） 

※上記は、ファンドの信託報酬率と投資対象とする

投資信託証券の信託報酬率を合わせた実質的な

信託報酬率であり、ファンドが投資対象とする投

資信託証券の2025年7月末時点の目標配分比

率に基づき算出したものです。 

※この値は目安であり、投資対象とする投資信託証

券の実際の組入比率が変動する可能性や投資信

託証券の変更の可能性があることなどから、実質

的な信託報酬率は変動することがあり、あらかじ

め上限額等を記載することができません。そのた

め、実質的な信託報酬率は概算で表示していま

す。 

・ファンド：ファンドの日々の純資産総額に対して年

率0.5335％（税抜0.485％） 

・投資対象とする投資信託証券：投資対象とする投

資信託証券の純資産総額に対して年率0.03％～

0.16％（2025年7月末時点） 

※上記信託報酬は投資対象とする投資信託証券の

変更等により今後変動する場合があります。ま

た、投資対象とする投資信託証券の信託報酬に

は、年間最低報酬額が定められている場合があ

り、純資産総額等によっては年率換算で上記の

信託報酬率を上回る場合があります。 

その他の費用・ 

手数料 

その他の費用・手数料として、お客様の保有期間

中、以下の費用等を信託財産からご負担いただきま

す。 

・組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託

手数料 

・信託事務の処理に要する諸費用 

・外国での資産の保管等に要する費用 

・監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 

等 

※投資対象とする投資信託証券においては、上記

以外にもその他の費用・手数料等が別途かかる場

合があります。 

※これらの費用等は、定期的に見直されるものや売

買条件等により異なるものがあるため、事前に料

率・上限額等を示すことができません。 

※上場不動産投資信託（REIT）は市場の需給により価格形成されるた

め、上場不動産投資信託（REIT）の費用は表示しておりません。 

● 投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 ありません。 

信託財産留保額 ありません。 

(円)ファンドの費用
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投資信託は、 
●預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保 
  険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会 
  社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にも 
  なりません。 

 

  
●購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもあり 
  ません。 
●投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありま 
  すが、これによる損失は購入者が負担することとなります。 

 

 
 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用 
  資料です。 
●お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書 
  （交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断く 
  ださい。 
●投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券（外貨建資 
  産には為替リスクもあります）に投資をしますので、市場環境、 
  組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額 
  は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証 
  されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、 
  投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損 
  益は全て投資者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預 
  貯金とは異なります。 

 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判 
  断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、 
  正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載 
  データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するもので 
  はありません。 
●当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変 
  更される場合があります。 

   
◆収益分配金に関する留意事項◆ 
●収益分配は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を超えて行われる場合があ 
  ります。したがって、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。 
●受益者の個別元本の状況によっては、分配金の全額または一部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。個別元本と 
  は、追加型投資信託を保有する受益者毎の取得元本のことで、受益者毎に異なります。 
●分配金は純資産総額から支払われます。このため、分配金支払い後の純資産総額は減少することとなり、基準価額が下落する要因となり 
  ます。計算期間中の運用収益以上に分配金の支払いを行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。 

 
委託会社およびファンドの関係法人 
＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社 

＜委託会社＞金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号 

＜委託会社＞加入協会：一般社団法人投資信託協会 

＜委託会社＞加入協会：一般社団法人日本投資顧問業協会 

＜受託会社＞みずほ信託銀行株式会社 

＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください。 

 

 
  
  

 

 
 

委託会社の照会先 
アセットマネジメントOne株式会社 
コールセンター  0120-104-694 
            (受付時間：営業日の午前9時～午後5時） 
ホームページ   URL https://www.am-one.co.jp/ 

 

投資信託に関する留意点

当資料のお取扱いについてのご注意
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○印は協会への加入を意味します。 

2026年1月14日現在 

商号 登録番号等 
日本 
証券業 
協会 

一般社 
団法人 
日本投 
資顧問 
業協会 

一般社 
団法人 
金融先 
物取引 
業協会 

一般社 
団法人 
第二種 
金融商 
品取引 
業協会 

備考 

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○  

ＰａｙＰａｙ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2883号 ○     

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。 
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
●つみたて投資枠（特定累積投資勘定）の対象となる場合があります。詳しくは各販売会社にお問い合わせください。 
＜備考欄について＞ 
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。 
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。 
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 
                                                                                   （原則、金融機関コード順） 

 

販売会社一覧


